
意見交換会で出た主な意見
・今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、様々な行事の実施が困難であったが、人数を制限するなど
ソーシャルディスタンスを確保した上での活動を検討している。
・河川協力団体になり、このような場をつくってもらったことがきっかけで、様々な活動で他の団体にも協力して
もらえるようになった。昨年本局で行われた意見交換会も大変有意義だったと聞いている。
今後もこのような場を確保してもらうようお願いしたい。

令和２年度 河川協力団体との意見交換会（斐伊川 出雲河川事務所）

参加団体
河川協力団体
未来守りネットワーク
自然再生センター
夕日スポット・クリーンサポーター
水の都プロジェクト協議会
自然と人間環境研究機構
さくらおろち

斐伊川流域で活動している団体
島根県環境保健公社

出雲河川事務所管内で河川協力団体に指定されている団体が集まって相互の理解や連携を深めることを
目的に、平成２７年度から意見交換会を開催しています。
今年度の意見交換会は令和２年１１月１０日（火）に河川協力団体６団体及び、斐伊川流域で河川に

関する活動を行っている団体１団体、また指定区間管理者である島根県に参加いただき、始めに斐伊川
放水路分流堰の現地見学を行い、その後事務所会議室に場所を移動して、各団体の活動報告や、今後の
活動や要望等について意見交換を行いました。
当事務所からも事務所長から係員まで幅広い役職の職員が参加し、様々な立場で斐伊川水系に関わっ

ている方々の意見や要望を伺う貴重な機会となっています。

現地見学会 意見交換会



令和2年度 河川協力団体との意見交換会（佐波川 山口河川国道事務所）

・佐波川では、平成26年度に中流域に拠点を置いている「佐波川に学ぶ会」の１団体のみが河川協力
団体に指定されています。
・山口河川国道事務所では、令和2年7月22日（水）に意見交換会を開催しました。相互理解を強め、連
携を図るため、現時点の佐波川の動きを情報提供するとともに、今年度の河川協力団体としての活動
内容の報告・今後の活動について情報をいただきました。
・規模や人数は縮小しましたが、副所長、担当課長、出張所長も参加し、貴重な意見をいただきました。

個別活動内容

平成31年4月19日 安全利用点検協力
※令和2年度は合同では行っていない

意見交換会の様子

令和元年7月28日 ※令和2年度は中止
防府市で河川親水イベントを実施

・今年は親水イベント（カレー大作戦）が中止となり残念だったが、毎年好評なので、今後とも続
けていきたいので、ご協力をお願いしたい。
・このような情報共有できる場があるとありがたい。
・国からの工事の情報など、今後も提供してもらえると助かる。

河川協力団体からの意見・感想等


